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はじめに

造形に対して色のもつ役割が，どれだけ大切である

かは言うまでもなし、。形 ・材質・色彩があって De-

sign されたと言われるが，一番に眼に入ってくるの

が色彩である。そして色の使い方からいろいろな色彩

感情効果がみられる。色彩から受ける印象判断は視覚

によるものであり，表現することばも数多くある。色

彩の印象調査に使われる尺度の例は表1のようであ

る。

なかでも色彩から受ける温度感は多くのものに利用

されているのではなかろうか。我々の生活を見廻して

みるのに夏期には，涼しさを呼ぶ色が好まれ，反対に

冬期には，暖かさを感じさせてくれる色が多く用いら

れている。また映画とか演劇の場面も喜びを感じさせ

る色は明るく援かく 2 悲しみを表現する色は，冷たく

暗い色が用いられている。色の温度感には色の三属性

との関係が深し、。しかし日常我々の眼に入ってくる色

彩は余りにも多く繁雑である。今日のように多彩の生

活の中では量感とか質感によって，また周囲およびパ

ックの色彩によって随分目立ち方が違ってくる。

そこで今回は，被服造形を学んでいる学生を対象に

色彩に対して，いだいているイメージを客観的な方法

で調査したもの，その他の調査と比較検討して報告す

る。

キ千々岩英彰著色彩学 54頁表4

表 1 色彩の印象調査に使われる尺度の例*

あっさりした一一一く ど L 、

強 い一一弱 L 、

重 い軽 L 、

派 手 な一一地 味 な

美 し し、一一ーみ く L 、

安 定 し た不 安 定 な

明 る い陪 L 、

やわ ら 方通 L 、一ーか た L 、

す ざ1レ な き ら L 、 な

あ 7こ た カミ し、一一一つ め た L 、

白 然、 な一一不 白 扶 な

陽 気 な陰 気 な

調 和 し Tこ一一一司ミ 調 手口 な

動 的 な一一静 的 な



34 高橋房子

調査方法とその結果

調査場所本学被服構成 I実習室で左右から自然、

の光が入り明るい部屋である。

調査年月日 昭和51年9月中旬午前中

調 査対象被服学科服飾コースの学生 95名

先づ ]ISに示されている mediumg:ay (N 5. 5)を

パックにして， 180 mm x 250 mmの色研ワ F・トー

ン66のうち今回は10種類を選び一枚づっ見せて調査用

紙にしるしをして貰った。なお前回は66色を調査済み

である。

今回の10色について色名分析をしてみると次の表 2

のようになる。調査の場合には，わかり易く色研ワー

クの呼び名にした。

調査用紙は次の通りである。

表 3 色彩に対するイメ ージ調査用紙

氏名

zdH16Efl 
iz且-ll7Efi
l=-18Efl 
l¥ヨ-119Efl
l5E110E51 
*表2は39頁にあります。

表4 51年度調査結果尺度値

57;百五~ イ |
ト正 ilETi
l EFll fl 
lイ正1

「正正|
表 5 48年度調査結果尺度値

あか あおむらさき

-2 -1 G十1+2 1 1 -2 -1 0 H +2 
強いト→←-←一←→弱い 11強いトー←寸ー←寸弱 い
美しいトーウ→ー+→みにくい11美いミト→一一併→-1みにくい

はっきり トAー→一→一→ぼんやり 1 Iltっきりトー←4ー→-1ぽんやり

lErllEtl 
l正 llEFl 
l占 14l
(EfllEJl 
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尺度値を求めた結果は表4に示す通りである。あか

(4 R4.5/14)はあたたかく，強く，やや美しいとい

う結果となっている。だし、だい (10R5.5/14)も同じ

ようである。きいろ (5Y8.0/13.5)は，ややあたた

かい，やや強い，やや美しいとなっている。みどり

(4 G5.5/10.5)は，あたたかくもつめたくもなく，

強いも美しいもややというより少しといった程度にな

っている。 あお (3PB3.5/13)，あおむらさき (9

P B3.5/13)共に寒色とL、う先入観があってかつめた

い方に寄っている。そうして，あお (3PB3.5/13)

は，やや強く，少々美しく見えるようである。あおむ

らさき (9P B3.5/13)は，強いも美しいも中間に近

い。あづきいろ (4R5.0/7.5)は，あたたかさは中間

で少々弱しややみにくいとなっている。

このあずきいろ ・あおむらさき ・おおどいろは， '76 

秋冬の流行色として発表されていたので、加えたもので

あるが，ただ色紙で、みるのでは感じかたがちがうので

あろうか。おおどいろ (8YR6.0/7.5)もあずきいろ

(4 R5.0/7.5)に比べて少々十方向に寄っている。

しろ (N9.5) とくろ (Nl.0)とでは同じようにや

やつめたく，しろは強くも弱くもなく美しいようであ

るのにくろは，強く美しさは中間となっている o この

ような結果はz 色から受ける印象のうちあたたかさ，

強さ美しさとL、う概念は相互関係はあまりなく，代表

的な印象であることは先輩の方々の研究で知られてい

るところである。

そこで、次に示す図 1，図2，図3のように，たて軸ょ

こ軸にそれぞれをおき平面で示してみる。昭和48年度

に全色66で調査したものの中から今回と同じ10色を同

じように尺度値を出してみると図 5，図6，図7のよ

うな結果となる。このうち図5と図 2を比較してみる

と， しろの位置が反対方向になっている他，大した動

きは見られなし、。

また図4，図8はそれぞれ図1から図3と図5から

図7をまとめたものである。

これが集団を対象にして，単色をみせて得た調査結

果であり色のイメ ージ空間であるといえる。

この図4と図8をみてわかるようにV2，V4， V8， 

d 2， d 6には大差はないと思われるが，その他の色に

は多少の動きがみられる。

V2 

強い

美lp

あたたかい

V4 

V8 

d2 

d6 

つめたい

図1 イメ ージにおける色の位置

V2 強い

弱い

図2 イメ ージにおける色の位置
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弱い

みにくい
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美しい

あた止かい
BKl.O 

つめたい

みにくい

図3 イメ ージにおける色の位置

図4 色のイメージ立体空間

以上のように色彩感情空間の示す通り前回と今回の

調査によって知ることができた。

そこで水谷氏の音調色彩調査(表 6)に示された 1位

のア，イ ，ウ， エ，オの色彩を今回調査したうちの強

L 、一一弱い，美しし、一一みにくいの平面図表に当ては

めてみると図9のような結果がみられる。

強い

V2 

V8 

美しい みにくい

~~い

図5 イメージ『とおける色の位置

美しい

V8 

V2 

11っきり l払判

d6 

みにくい

図6 イメージにおける色の位置

つまりアとかエとかは， 強いやや美しいのイメージ

とあうあか (4R4.5/14)となり，イ とかウは，やや

強い，やや美しいきいろ (5Y8.0/13.5)といえる。

またあお (3PB3.5/13)は，やや強く少々美しいイ

メージでオの音となっている。
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はっきり

ほ~.やり

図7 イメ ージにおける色の位置

V20 

V12 

d買

(J 
4 

図8 色のイメージの立体空間

弱い

まとめ

色彩感情効果を表示する色彩感情空間を知るために

SD法に主り印象調査をした。

その結果は$前回66色においては，強い←ー弱い，

美しい一一みにくい，はっきり一一ぼんやりに対して

であり，今回は前回の中から10色を選び出したものを

あたたかいー一つめたい，強い 弱い，美しい一一

みにくいのいづれも 3種に対してのもので大体似かょ

っ7こものであった。

ただ色紙を見ての印象調査であるためこのような結

果であったものと思われるが，これが材質感とか量感

が加わった布地や，それに形が加ってくると平面のも

のと立体のものとの見た眼も違い全ったく異ったもの

となるであろう。

このような単色の印象には，その人のもっているい

ろいろな要素も加わってくるもの左恩われる。しかし

色彩感情空間が大きければそれだけ幅広いイメ ージで

あり，小さければ小さいほど誰もが同じイメージをも

っていることになる。代表的な 10色の位置がわかっ

た。被服造形においては，単色ばかり扱うわけではな

いが，先づ基本となる単色の数々を十分にハ握したな

らばベースカラー，アソートカラー，アクセントカラ

ーを考える上での下地となるであろう。

表 6 音調色彩調査(アイウエオの母音イメ ージ)-J1S記号による色相使用率%上位5位までの集計

そが空き
ニ工 オ

S I S I S I S I S I S 
4214642146142i46 42 I 46 42 I 46 

1 R R Y Y Y YR R R B PB 

2 RP PB B YR R B GY Y PB NI 

3 YR YR BG GY B PB YR  YR R YR 

4 B I B I YR I R I YR  I Y I Y I GY  I YR R 

5 ~-Y-IRPI-R-IPBIc-YI-R-I-B-lp司王子 B 

武蔵野美術大学教授水谷元彦氏資料による

キ図 9は41頁にあります。
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Summary 

In order to investigate the co!or emotional space showing the co!or emotiona! effect 1 used SD 

method. 

In the former investigations 66 colors一一-strong-weak，beautifu!-ug!y and clearー obscure--were 

used. This time 1 se!ected 3 degrees of 10 co!ors一一-warm-co!d， strong-weak and beautifu!-ug!y 

The result was nearly the same. 

As the hases were the impressions using square pieces of colored papers they were near ly the same， 

1 presume. But if 1 used pieces of cloth or things of different shapes the result would have been 

quite different influenced by the material， the size of the samples and the things plane or solid. For 

the impression of the simple color the experience of an indivisual person would be included. The 

bigger the color emotional space is， the hroader would be the image. If the samples were small 

evervone would have near ly the same image. Thus the positions of representative 10 colors would be 

made clear. In clothes modeling we do not use simple hues on!y， but if you recognize basic simp!e 

hues well you will have basic ideas to consider the basic color， assorted color or accented color. 



表2 色 名 戸
」
=一=
ロ

ロ
亨7と

トー ン
系統色名 P.C.C.S記号 JIS記号 JIS一般色名

記号

V2 vivid red 2R-4.5-9s 4.R4.5/14 さえた赤

V4 I vivid reddish orange 4.rO-5.5-9s 10.R5.5/14 さえた黄昧の赤

V8 I vivid yellow 8.Y-8.0-9s 5.Y8.0/13.5 さえた黄

V12 I vivid green 12.G-5.5-9s 4.G5.5/10.5 さえた緑

V18 I vivid blue 18.B-3.5-9s I 3.PB3.5/13 さえた青

V20 I vivid violet I 20.V-3.5-9s I 9.PB3.5/13 さえた青紫

d2 I dull red 12.R-5.0-6s 14.R5.0/7.5 に~、い赤

d6 llight yellowish brown 6.yO-6.0-6s 8.YR6.0-7.5 にぶい黄赤

W9.5 white n-9.5 n 9.5 白

Bk1.0 black n -1.0 n 1.0 黒
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アイウエオの母音のイメージとそ

強い の

印

象

は

?

a やや

美しい みにくい

やや

弱い

筆者 Designによる




